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(a) 

発 行 所 

五所川原市役所 

454号 

昭和54年9 月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

よD、わう 
男 	25,597人 

女 	27,169人 

市 の 人 口 

52,766人 

世 帯 数 	14,446 

（昭和54年 8月1日現在）住民基本台帳から 

成人おめでとう 

693人が大人に 

市の成人式が 8月19日、市民文化会館におよそ 320 

人の新成人が出席して行われ、社会人としての門出を

祝い合いました。 

市で今年成人を迎えたのは、昭和34年に生まれた 

693人（男 315人、女 378人）です。 

式典では、寺田市長が「心身を錬摩し明るい未来を

創造されるよう切望します」 とあいさつ、次いで来賓 

が次々激励しました。 

成人を代表して伊藤匡さんが、「自分の行動に責任

を持ち、社会に貢献できるようがんばります」とお礼

の言葉を述べました。 

このあと、会場では、 「新成人に期待する」 と題し

た記念講演や市青年団協議会主催の「成人の集い」が

開かれ、成人としての気持を新たにしていました。 



ロ
受
給
で
き
る
事
業
主
 

労
働
大
臣
が
指
定
す
る
期
間
内
に
、
①
公

共
職
業
安
定
所
の
紹
介
す
る
中
高
年
齢
者

四
五
歳
ー
六
四
歳
）ま
た
は
②
雇
用
保
険
の

受
給
資
格
者
等
で
、
公
共
職
業
安
定
所
に
求
 

し
て
い
る
高
 

ロ
受
給
の
た
め
の
手
続
き
 

m
中
高
年
齢
者
を
採
用
し
た
日

（
賃
金締

切
日
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
翌

日
）
か
ら
ー
カ
月
以
内
に
、受
給
資
格
決
定
申

請
書
を
公
共
職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
下
さ
 

②
そ
の
後

六
カ
月
ご
と
 

中
高
年

齢
者

雇
用
開

発
給

付
金
 

職
申
込
み
を
 

・
i
'
 

年
齢
者

（
五
 
中
高
年

齢
者
を
採
用
し
た
と
き
も
ら
え
る
給
付
金
 

市
都
市
計
画
課
で
は
、
「
長

者
森
平
和
公
園
墓
地
」
 
の購

入
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

コ
募
集
区
画
 
一
五
〇
区
画

口
墓
地
面
積
 

一
区
画
五
が

コ
水
代
使
用
料
 
二

万
円

口
管
 
理

料
 
‘
ニ
千
円

（
年
 

長
者
 
森
 

平
和
公
園
 

間
）
 

ロ
受
付
け
 

常
時
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。
 

申
し
込
み
と
同
時
に
、
永

代
使
用
料
と
管
理
料
を
納
け

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

ロ
お
間
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
、
市

都
市
計
画
課

（
。
 

⑤
二
二
一

番
・

内
線
二
三
」
蕃

）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
 

、
・
 

墓
地
の
購
入
者
を
募
集
 

昭和54年（1979年）9月I日（454号） ② 

市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
飯

詰
地
区
の
リ
ン
ゴ

園
で
今
か
ら
 

約
八
百
年
前
の
平
安
末

期
の
も

の
と
推
定
さ
れ
る
「
製
鉄
窯
跡
」
 

の
発
掘
調
査
を
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
七
月
三
十
一
日

ま
で
の
調
 
 

査
で
ほ
ぱ
そ
の
全
体

図
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
 
 

て
昨
年
七
月
、
ま
ず
第
一
回
の

発
掘
調
査
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
 
 形

で
設
置
さ
れ

て
い
る
。
 

こ
の
ほ
か
炉
の
前
の
部
分
に

は
、
鉄
を
取
り
出
し
た
場
所
と

み
ら
れ
る
直
径
二
目
の
円
形
の

付
属
施
設
が
あ
り
、
鉄
く
ず
や

木
炭
が
盛
ら
れ
た
形
で
み
つ
か

り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
ふ
い
ご
の
風
通
し
を

よ
く
す
る
た
め
窯
の
周
囲

へ
空

気
を
送
り
込
む
羽
口
（
は
ぐ
ち
）
 

も
あ
り
、新
谷
氏
に
よ
る
と
「土

師

（
は
じ
）
器
や
須
恵
（
す
え
）
 

器
が
出
土
し

て
い
る
こ
と
か
ら

み
て
、
窯
跡
は
平
安
中
後
期
か

ら
鎌
倉
時
代
初
頭
に
か

け
て
の

も
の
と
推
定
さ
れ
、

砂
鉄
を
原

料
に
鉄
を
溶
か
し
た
場
所
と
思

わ
れ
る
」
 
と
話
して
い
ま
す
。
 

市
教
育
委
員
会
で
は
詳
し
い

調
査
報
告
が
出
し
だ
い
、

こ
こ

の
字
（
あ
ぎ
）
名
を
と
っ
て
“
狐

野
遺
跡
〈
と
名
付

け
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
 

か
し

こ
い
消
費
者

と
な
る
た
め
の
 

消
費
者
講
座
こ
案
内
 

と
 
き
 
九
月
六
日
（
木
）
 

午
後
一
時
か
ら

三
時
三
十
分
ま

で
 

ロ
と
こ
ろ
 

産
経
会
館
四
階
 

（
市
庁舎
隣
り
」
 

ロ
テ
ー
マ
 
「

身
近
か
に
起

き
て
い
る
ト
ラ

ブ
ル
と
上
手
な

商
品
の
選
び
方
」
 

ロ
講
 
師
 
青
森
県
消
費
生

活
セ
ン
タ

ー
 

次
長
 

山
田
玲
子
 

八
百
年
前
の
製
鉄
窯
跡
を
発
掘
 

飯
詰
・
全
容
ほ
ぼ

明
ら
か
に
 

る
と
、
窯
跡
は
だ
円
筒
状
の
製
 

鉄
炉
で
付
属
施
設
な
ど
か
ら
み
 

「
狐
野
遣
跡

」
 

て
砂
鉄
を
原
料
に
鉄
の
製
造
を
 

行
っ
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
と
 
と

命
名
へ
 

い
う
。
 

今
回
は
七
月
二
十
九
日
か
ら
三

発
掘
調
査
が
 
日

間
の
予
定
で

ス
タ
ー
ト
。
調

行
わ
れ
た
の
は
 
査
は

考
古
学
研
究
家
で
市
立
第

農
業
対
馬
卓
美
 
一
一

中
学
校
校
長
の
新
谷
雄
蔵
氏

さ
ん
方
の
リ
ン
 
を

リ
 
ダ
ー
に
飯
詰
中
の
生
徒

ゴ
園
で
、
対
馬
 
五
人
を
含

む
十
四
人
が
当
た
っ

さ
ん
が
五
十
二
 
た
も

の
で
す
。
 

年
五
月
、
園
地
 

調
査
で
出
現
し
た
窯
跡
は
、
 

を
掘
り
起
こ
し
 
高

質
粘
土
で
で
き

て
お
り
、
炉

た
際
、
鉄
の
く
 
の

本
体
は
長
径
八
十
五
靖
、
最

ず
を
発
見
し
市
 

大
幅
六
十
五
毒
、
残
存
壁

e
lロ同

教
委
に
報
告
ロ
 

さ
二
十
靖
の
だ
円
筒
状
の
も
の

こ
れ
に
基
づ
い
 
で
、

ロ
ー
ム
層
を
切
り
込
ん
だ
 

五
歳
ー
六
四
歳
）
を
常
用
労
働
者
と
し
て
探

用
し
、
そ
の
雇
用
割
合
や
雇
用
者
数
を
高
め

た
事
業
主
（
労働
大
臣
が
指
定
す
る
期
間
は
、
 

昭
和
五
四
年
六
月
八
日
か
ら
昭
和
五
五
年
六

月
七
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。）
 

に
、
支
給
申
請
書
を
公
共
職
業
安
定
所
に
提

出
し
て
下
さ
い
。
 

受
給
で
き
る
額
な
ど
詳
し
く
は
、
五
所
川

原
公
共
職
業
安
定
所
（
，
④
三

一
七
一
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

【
 



△
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
（
キ

ク
科
）
。
 

茎
の
先
に
黄
色
い
花
を
穂

状
に
た
く
さ
ん
つ
け
、
群
れ

咲
く
さ
ま
が
見
事
な
多
年
草

で
す
。
 

和
名
は
「秋
の
麟
麟
草
」
で
、
 

初
夏
に
美
し

い
黄
花
を

つ
け

る
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
科
の
キ
リ

ン
ソ
ウ
に
対
比
し
て
名
付
け
 

ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

「
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
（
泡
立

草
）」
の
別
名
も
あ
り
ま
す
が
、
 

豊
か
に
盛
り
あ
が
る
花
の
集

ま
り
を
酒
を
か
も
し
た
と
き

の
泡
に
目
立
て
た
も
の
で
、
 

こ
の
名
も
花
の
美
し
さ
を
あ

ら
わ
し
て
い
ま
す
。
 

△
イ
シ
ミ
カ
ワ
（
タ
デ
科
）
。
 

茎
に
逆
向
き
の
ト
ゲ
が
あ
り
、
 

他
物
に
ひ
っ

か
か
り
、

つ
る

状
に
の
び
て
繁
茂
す
る

一
年

草
で
す
。
 

和
名
は
「
石
見
川
」
で
大
坂

に
あ
る
地
名
に
も
と
づ
い
た

も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
草
の
果
が
美
し
く
自

然
愛
好
者

の
足
を
引
き
と
め

る
の
に
十
分
で
す
。
 つ
る
茎

の
先
に
あ
る
監
色
の
玉
の
果

は
宝
石
そ
の
も
の
で
す
。
 

（津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
）
 

野
草
の
花
だ
よ
り
 

（
九月
初
旬
ー
九
月
中
旬
 

水道管の破裂 

発見したら連絡を 

市
民
の
皆
さ

ん
、
水
道
管
の

破
裂
を
発
見
し

ま
し
た
ら
す
ぐ

市
水
道
課

（
。
 

⑤
ニ
二
一
番
 

【
 

・
内
線
二
六
四

一
 
番
）
へ
お
知
ら
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坂
本
良
、
溝
江
妙
子

（以
上

錦
町
）
、川
浪
と
し

（
柏
原
町
）
、
 

藤
元
チ
サ
（
上
平
井
町
）
、佐
々

木
み
栗
（
平
井
町

）
、工
藤
シ
ゲ
、
 

和
田
ユ
キ
コ
（
以
上中
平
井
町
）
、
 

小
野
国
子
、
世
永
直
江
（

以
上

下
平
井
町
）
、伊
藤
栄
、
本
庄
弘

子
、
古
川
淑
恵
（
以
上
さ
つ
と

町
）
、小
野
れ
い
、
成
田
房
江
、
 

楢
崎
J
ク

（
以
上
敷
島
町
）
 

増
田
フ
ミ

ョ
（
東
雲
町
）
、成

田
あ
ね
（
雛
田
）
、成
田
良
子
、
 

田
辺
和
子
（
以
上
旭
町

）
、花
田

正
、
小
林
清
蔵
（
以
上
大
町
）
、
 

佐
藤
京
子
、
斎
藤
キ
ヌ
、
福
士

マ
チ
ェ
（以
上
寺
町
・
岩
木
町

）
、
 

斎
藤
ク

ニ
ェ
、佐
藤
京
子
，
渡
辺

京
子
（
以
上
末
広
・
新
宮
町
）
、
 

山
川
き
よ
み
、黒
滝
嘉

一
郎
（
以
 

、
 

上
布
屋
町
）
 

小
山
キ
ェ

（
東
町
）
、長
谷
川

タ
ェ
（
弥
生
町
）
、藤
森
た
か
、
 

今
林
つ
ま
、
 
一
戸
次
江
（
以
上

鎌
谷
町
）
、間
賀
田
敏
子
（
第
一

柳
町
）
、葛
西
ミ
サ
（
第
二
柳
町
）
、
 

境
谷
サ

ッ
ェ
、
棟
方
ヒ
サ
、
ニ
一

森
敬
子
（
以
上
川
端
町
）
、百
沢

き
ぬ
（
成
田
町
）
、小
田
桐
治
子
、
 

小
田
桐
欣
子
、
葛
西
啓
子
（
以

上
元
町
）
 

木
村
令
子
、
広
田
美
雪
（
以

上
新
町
）
、小
野
登
志
子
、
成
田

照
子
（
以
上
栄
町
）
、前
田
つ
な
 

（
十
川
町
）
、小
田
桐
セ
ッ
子
、
 

工
藤
智
子
、
斎
藤
征
子
、
山
田

か
つ
東
（
以
上
平
和
町
）
、長
沢

京
子
（
小
曲
）
佐
々
木
あ
き
の
 

（
沼
田
町
）
葛
西
せ
つ
子
（
八
 
 

重
菊
）
、三
橋
ト
シ
、
藤
田
清
枝
 

（以
上
松
島
町
一
丁

目
）
、松
林

睦
子
、
寺
田
和
子
（
以
上
松
島

町
二
丁
目
）
、神
テ
ル

（松
島
町

三
丁
目
）
、高
橋
伸
光
（
松
島
町

四
丁
目
）
、工
藤
昭
子
、
工
藤
ハ

チ
ェ
（
以
上
松
島
町
五
丁
目
）
 

藤
田
妙
子
、
平
山
美
智
子

（
 

（以
上
松
島
町
六
丁

目
）
、小
田

桐
な
み
（
松
島
町
七
丁
目
）
、阿

部
初
美
（
松
島
町
八
丁

目
）
、岩

川
ミ
ツ
ェ
（
新
宮
団
地
県
営
住

宅
）
、三
上
て
る
子

（
新
宮団
地

第
一
町
内
会
）
、石
岡
圭
子
（
新

宮
団
地
第
二
町
内
会
）
、堀
内
キ

ミ
子
、
楠
美
せ
つ
、
堀
内
く
に

え
（
以
上
高
野
）
 

斎
藤
克
、
大
坂
文
恵

（以
上

前
田
野
目
）
、長
内
ち
え
（
持
子
 

,
 

沢
）
、阿
部
ッ
ェ

（
羽
野
木
沢
）
、
 

藤
田
せ
つ
子
、
伊
藤
に
わ

（以

上
原
子
）
、三
上
慶
子

（俵
元
）
、
 

福
井
ち
え

（梅
田
上
）
、木
村
ケ
 

（
梅
田
中
）
、斎
藤
カ
ッ

ョ
（
梅

田
下
）
、松
山
き
よ
、
有
馬
み
き
 

（以
上
中
泉
）
、笹
森
ゆ
き

（浅

井
）
、須
藤
れ
ん
、
小
田
桐
の
ぶ
 

（
以
上
福
山
）
、成
田
ソ
ナ

（杉

派
立
）
、石
岡
シ
ナ
（
野
里
）
 

小
山
内
ョ
ッ

ェ
（
神
山
）
、三

上
ふ
づ
え

（松
野
木
）
、佐
々
木

か
つ
（
福
岡
）
、清
野
ェ
キ
（
若

山
）
、斎
藤
克
子
（
石
田
坂
）
、斎

藤
サ
ダ
（戸
沢
）
、工
藤
弘
子
（
豊

成
）
、平
山
ミ

ッ
、
三
橋
フ
ジ

イ
 

（
湊
）
、木
村
か
を
る

（
姥
庖
）
、
 

藤
田
み
ど
り
（
猫
測
）
、石
沢
ソ

ダ

（
三
ッ
谷
）
、菊
池
ト
ミ
、
山

田
よ
つ
（
以
上
稲
実
）
 

田
中
巴
、
阿
部
し
げ
子
（
以

上
広
田
）
、斎
藤

ハ
ッ
ェ
、
葛
西

ミ
ッ
エ
（
以
上
七

ッ
館
）
、木
村

治
子
（
み
ど
り
町

一
丁
目
）
、和
 
 

田
邦
子

（
み
ど
り
町
七
丁
目
）
、
 

太
田
さ
く
ら

（坂
上

・
南
新
）
、
 

福
士
要
五
郎
（
北
新

・
中
町
）
、
 

今
キ
ェ
（
新
町

・
大
町
）
、三
浦

れ
い

（
伝助
町

・
下
町
）
、小
野

節
（
上
町

・
寺
町
）
、山
口
ア
キ

ノ
（
大正
町
）
、大
久
保
キ
セ
（
大

日
町
）
 

竹
林
き
柔
（
南
下

・
中
下
）
、
 

葛
西
君
子
（
長
坂
）
、坂
本
か

つ

重
（
曙
町
）
鳴
海
千
代
（
興
隆
 

・

朝
日
）
、松
本
千
衣
子
（
下
岩

崎
）
、山
口
ツ
ワ

（五
本
松

・
北

下
）
、川
村
せ
つ

（下
村
）
、毛
内

正
子
（
吹
畑
）
、高
橋
つ
か

（唐

笠
柳
）
、寺
田
よ
し
る
（
（石
岡
）
、
 

森
サ
ナ
、
高
橋
き
み
（
水
野
尾
）
、
 

対
馬
セ
イ
（
漆
川
）
、新
谷
ぬ

い
 

（太
刀
打
）
 

葛
西
ト

モ

（桃
崎
）
、野
呂
よ

ね
子
（
尻
無
）
、対
馬
和
子

（
一

野
坪
）
、小
野
敬
（
石
畑
）
、山
内

幸
（
前
庖

・
中
村
）
、伊
藤
静
（
馬
 
 

性
）
、村
田
み
さ
（
野
崎
）
、渋
谷

マ
ツ
エ
（
田
中
）
、渋
谷
ト
キ
エ
 

（悪
戸

・
宮
田
）
、工
藤
寿
男
（
川

代
田
）
、対
馬
み
乗
（
米
田
）
、蒔

田
き
ん
子

（
二本
柳
）
、舘
山
雪

江
、
舘
山
京
、
藤
森
富
士
子
（以

上
川
山
）
 

藤
森
ミ
チ
エ

（
沖飯
詰
）
、上

見
ス
ェ
（桜
田
）
、外
崎
ト
シ
（中

泊
）
、奈
良
岡
シ
ズ

エ
（
種
井
）
、
 

奈
良
ョ
ッ
（

田
川
）
、原
ァ
サ
 

（新
宮
）
、伊
藤
富
士
江
、
開
米

秋
江
、
小
野
秀
子
（
以
上
鶴
ケ

岡
）
、高
橋
ミ
ド
リ
、
高
橋
和
子
、
 

竹
谷
ト
キ
、
高
橋
た
い
（
以
上

藻
川
）
、成
田
ち
よ
の
（
高
瀬
）
、
 

小
笠
原
博
子

（
福
井）
、北
川
ミ

ネ
（
毘
沙
門
）
、成
田
葉
子
（
中

崎
）
、北
川
ミ
サ
子

（
共栄
）
、
 

福
間
た
ま
（
中
野

・
川
端
）
、
 

増
田
フ
ミ
ェ

（
上長
富
）
、藤
森

き
ん
こ

（
中
長
富
）
 

（敬
称
略
〕
 

せ
下
さ
い
。
 

ご
連
絡
下
さ

っ
た
方
に
は
、
 

粗
品
を
差
も
上

げ
ま
す
。
 

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

新
保
健
協

力
員
 

器
1
1裾

）
 

市
制
施
行
二
十
五
周
年
記
念

の
「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
は
、
 

九
月
九

日
（
日
）
午
後
十
二

時
十
五
分
か

ら
全
国
放
送
さ
れ

ま
す
。
 



八
月
十
三
日
は
う
ら
盆
 

人
り
。
朝
市
が
行
わ
れ
て
い
 

「朝市」にぎわう 

る
市
庁
舎
前
の
お
祭
り
広

場
は
、
こ
の
朝
墓
や
仏
前

に
た
む
け
る
花
、
果
物
を

買
い
求
め
る
人
た
ち
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

‘
誉
 

＋甲
故
に
さ
明

‘
 

．
出
はt
な
た
？
・守
 

盛
況
、

物
産
観
光

展
 

地
元
産
品
を

一
堂
に
集
め
 
キ
飛
島
デ
パ
ー
ト
で
開
か
れ

た
「
第
三
回
西
北
五
物
産
観
 
銘
菓
、
海
産
物
、
地
酒
な
ど

光
展
」
 
が
、お
盆
の
人
出
で
 
の
即
売
品
に
人
気
が
集
ま
り

に
ぎ
わ
っ
た
八
月
十
四
日
か
 
ま
し
た
。
 

ら
三
日
間
、
市
内
柏
原
町
、丸
 

ー
II
lー
 
ノ
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会
 

眺
 

瞬
 

柳
 

就
労
謄
路
り
正
 

(
 

《
 
市
出
稼
協
会

（
寺
田
市
長
 
し
て
行
わ
れ
、
事
業
？主
に
対

一
 
会
長）
の
五
十
四
年
度
総
会
 

す
る
安
全
管
理
の
動
き
か
け
 

が
八
 
事
業
主
に
 

詳
 

安
全
管
理
の
働
き
か
け
 

》
 
カパ
 

右
．‘
些
末主
一
」
 

な
ど
 

市
民
文
化
会
館
に
約
百
人
の
 
度
の
事
業
計
画
等
を
決
め
ま
 

会
員
、
婦
人
世
話
人
が
出
席
 
し
た
o
 

rI・
ー
、
 

ものを大切にする県民運動推進会議 

まず示せ 親が物への目と心 



広報ごしょがわら 

正
し
い
選
挙
で
、
明
る
 

い
ま
ち
づ
く
り
を
 

」
 

け
 

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
 

告
示
を
前
に
、
平
和
町
子
供
 

会
（
境
谷
信
隆会
長
）
 
の子
 

ど
も
た
ち
が
尺
月
十
八
日
、
 

街
頭
で
チ
ラ
シ
を
配
り
明
る
 

く
正
し
い
選
挙
を
呼
び
かけ
 

ま
し
た
。
 

野
呂
甚
助
世
話
人
と
十
八
 

人
の
子
ど
も
た
ち
が
数
班
に
 

分
か
れ
、
駅
前
を
は
じ
め
旧
 

市
内
の
目
抜
き
通
り
に
立
ち
、
 

二
種
類
の
チ
ラ
シ
を
歩
行
者
 

に
配
っ
て
「
み
ん
な
で
ル

ー
 

ル
を
守
り
、
き
れ
い
な
選
挙
 

を
し
ま
し
ょ
う
」
 
と
呼
び
か
 

子どもたちが 
きれいな選挙を呼びか 

住
む
人
の
 
心
を
あ
ら
わ

す
 
す
ん
だ
川
 

岩
木
川
内
水
面
魚
業
協
同

組
合

（
坂本
甚
作
代
表
）
は
 

ノ
ー
 

八
月
九
日
、
乾
橋
か
ら
元
町

浄
水
場
間
の
岩
木
川
原
で
ご

み
の
清
掃
奉
仕
を
行
い
ま
し

た
。
 

け
た
も
の
で
す
。
 

⑤ （第 3 種郵便物認可） 

岩
木
川
ク
リ

ー
ン
作
戦
 

ノ・ーノ 	 、ーー・ー一、 
花火大会で汚れた 

川原の清掃奉仕 

寺
町

・
岩
木

町
町
内
会

（
福

士
孝
一
会
長
）
 

で
は
八
月
五
日

早
朝
、
前
夜
の

花
火
大
会
で
汚

れ
た
市
庁
舎
裏

岩
木
川
原

の
清

掃
奉
仕
を
行

い
 

ま
し
た
。
 

ノ
 

曲がりかど 

いつも危険が かくれてる 



第19回全国下水道促進テー 

懸 賞 募 集 

ロ
と
き
 

九
月
十
五
日
（
土

）
午
後
一
時
か

ら
 

ロ
と
こ
ろ
 

市
民
体

育
館
 

主
催
 
五
所
川

原
青
年

会
議

所
 

れ
た
水
な
ど
、

汚
れ
た

水
を

処

理
し
て

き
れ
い
で
安
全

な
水
に

し
て
川
や
湖

沼
、
海
に
も
ど

す

の
が
下
水
道
で

す
。
 

ド
ブ
が
な
く
な
り
、

カ
や
ハ

エ
の
発
生
し

な
い

き
れ
い

な
街

に
な
り
ま
す
。

低
地
帯
の

大
雨

に
よ
る
浸
水
被
害
も

な
く
な
り
 

を
支
え
、
生
き
生
き

と
し

た
自

然
を

回
復
す
る
た

め
に

な
く
て

は
な
ら
な
い

施
設
で

す
。
 

す
。
 

生
活
に
使

わ
れ
た
水
や

生
産
に
使
わ
 

九
月
十
日
は
、
 
「
全
国
下

水

道
促
進
テ
ー

」
で
す
。
 

豊
か
な
自
然
と
快
適
な
生

活

は
、
私
た
ち

み
ん
な
の
願
い
で
 

●
●
●
 
F
緯
 

役所の仕事でお悩みの方は行政相談委員へ 

行政管理庁では、当市住民の行政に関する苦情等の相談に

応じ、その解決を手助けするため、次の方を「行政相談委員」 

に委嘱しております。 

五所川原市大字姥●也字桜木 

行政相談委員 坂本 甚作 （n⑤3048番） 

五所川原市字柳町 8 

行政相談委員 成田 栄一 （喫）3028番） 

相談は無料で口頭、電話、手紙のいずれの方法でもよく、 

相談を受けた行政相談委員は、秘密を守り、親身にお世話す

ることになつています。 

相談の内容は、役所の仕事に関することであれば何でもよ

く、例えば、恩給、年金、登記、国税、保険、生活保護、環

境衛生、農地、郵便、道路、交通、公営住宅、河川、公害、 

その他一般許認可、国鉄、電々、専売、公団、公庫、事業団

等が対象になります。 

昭和53年度 行政相談委員相談件数 

区 分 件数 対 	象 	範 	囲 

総 理 府 2 国土総合開発に関するもの、その他 

厚 生 省 9 誓誉奮告早勇毒るもの、生活保護に閲す 
農林水産省 13 構造改善に関するもの、その他 

労 働 省 3 失業対策に関するもの、その他 

建 設 省 6 道路新設、改良に関するもの、その他 

自 治 省 3 危険物に関するもの、その他 

そ の 他 22 

計 58 

国
際
児
童

年
協
 
賛
 

子
ど

も
郷
土

芸
能

伝
承

発
表

会
 

豊
か

な
生
活

環
境
を

築
く
下
水
道
 

れ
ま
す
。
 

下
水
道

は
 

生
活

の
基
盤
 

下
水
道
が

で
き
る
と
、
台
所

や
風
呂
、

洗
濯
で

使
わ
れ

た
水

は
そ
の
ま
ま
地

下
の
下
水
管
に

流
せ

ま
す
し
、

水
洗
便

所
が
使

え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
 

ま
す
。
 

川
や
湖
沼
は
、

本
来
の
清

涼

を
取
り
も
ど

し
、
海
は
き
れ
い

に
な
っ

て
魚
や
多

く
の
生

物
が

す
み
つ
き
、

自
然
環
境
が

守
ら
 

(0．総 	記） 

ギネスブック 
ノリス・マクワーター 

読書のすすめ 鶴見 俊輔 

放浪読書学

津 軽 史

世界の奇書

淀川両岸一覧 

(I，哲 	学） 

人生の選択 

革命と人間 

希望の弁証法 

藤野 順

盛田 稔

吉田 敦彦

暁 晴翁 

 

山形 俊夫 

梅本 克己 

好村冨士彦 

 

日本神話の研究 山田 宗睦  

広報ごしょがわら 	 昭和54年（1979年）9 月1日（454号） @ 第 3 種郵便物認可） 

 

・創作図案 

応募要件 B5判（天地257mg×左右182皿）の用紙に天地 

・左右 100mm程度 の大きさで、墨又は黒インクのみで画く

こと。裏面に200字以内の創作コメントを記入のこと。 

●写真 

応募要件 モノクロ・カラーとも 4 ッ切～6ッ切。組写

真は 3枚以内として順番を明確にする。データを添付のこ

と。入選以上の作品はネガを提出のこと。 

●図画 

応募要件 大きさは A2判～B5判で「図画」・「ポス 

タ一」のいずれでも結構です。「ポスター」にはこ9月10日 

・全国下水道促進デーさを入れることc 
●標語 

応募要件 ハガキに 2点まで。 

●作文 

ー 	 応募要件 小学生‘ 1,000字～1,600字 

中学生・L600字～2,000字 

［応募期限〕10月20日（当日の消印有効） 

〔発 表〕11月上旬（日本ド水道新聞紙上） 

〔応募対象〕全国の市町村（下水道事業体）で募集したと 

ころは、その選を得たもの。その他のところは学校単位・ 

個人の直接応募といたします。 

〔応募規定〕既発表のものは除く。各特・準特‘入選作品 

の版権は共催者側に属します。応募作品は返却しかねます。 

下水道法施行20周年記念 

ヲ；所川1百市制論1〒ワ5周生言P！金 」山I7I iii ii ' IJ EITJ II! I .1'JI刊 -11flLs.s 

〔審査員〕後援機関、共催団体の責任者 

〔送り先〕〒037 青森県五所川原市字岩木町12 
云 01733 (5)2111 五所川原市役所下水道課 

〔主 唱〕 五所川原市 

主催 日本下水道協会、日本水道新聞社 

後援 建設省、厚生省 

協賛 朝日学生新聞社 

新 着 図 書 

市立図書館 

自分の器を大きくする法 
本明 寛 

潜在能力の神秘 
しまずこういち 

(2.歴 	史） 

埋もれた巨像 上山 春平 

鶴田町誌上・下 編集委員会 

はるかなるシルクロード 
並河 菖里 

マザーグースと三匹の子豚たち 
桐島 洋子 

東北の風土と歴史 高橋 富雄 

天皇と豪族 	松本 清張 

地中海神と人の世界 
並河 亮 

江戸と地方文化 青野 春水 



広報ごしょがわら 	 昭和54年（1979年）9月1日（454号） 
① （第 3 種郵便物認可） 

地区名 
接 	種 	期 	日 

場 所 時 	間 
1回目 2 回目 3 回目 

五小学区 9月19日 10月17日 11月15日 市中央公民館 午後1時～2時 

松島地区 

松島団地 
9月20日 10月18日 11月16日 ク 午後1時～2時 

三好地区 9月21日 10月19日 11月16日 三好診療所 午後1時～1時30分 

長橋地区 9 月21日 10月19日 11月21日 長橋診療所 午後1時～ 1時30分 

七和地区 9月26日 10月24日 11月22日 七和支所 午後1時～1時30分 

中川・毘沙門 

栄 地区 
9月26日 10月24日 11月22日 市中央公民館 午後1時～2時 

梅沢・飯詰 

地区、みどり町 
9 月27日 10月25日 11月28日 ク 午後1時～2時 

南小学区 9月28日 10月26日 12月7日 ク 午後1時～2時 

t、 o 

児
童
図
書
な
ど
二
百
十
六
冊
を
寄
贈
 

※五小学区には小曲地区も含まれます。 

乳幼児の健康診査 
市では、乳幼児の健康診断と健康相談を下記の日程で行いま 

す。 

該当する赤ちゃんには受診させるようにして下さい。 

ロ受付時間 午後12時45分から1時30分まで。 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

現在病気治療中か、ほかの医療機関で健康診断を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。 

1年6 カ月児に限り歯科衛生指導tJ 行います。 

北
五
つ
ば

さ
の
会
 

三種混合（器咳蒜テ）ワクチン接種 

◇対象 生後6カ月から 4歳までの乳幼児。 

（ただし、昨年3回接種した乳幼児は期間中1回だけ 

接種します。） 

◇ご注意 ⑥母子健康手帳は必ず持参して下さい。 

＠当日の朝、体温を計ってきて下さい。 

⑥お子さんの体温を良く知っている方がお連れ下さ 

県
の
移
動
採
血
車
「
青
い
鳥

号
」
が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血

を
行
い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
街
頭
献
血
は
、
 

毎
月
第
一
木

・
第
三
木
曜
日
で

す
。
 

ロ
と
き
・
と

こ
ろ
 
九
月
六
日

（
木
）
 

＠
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
十
一
一

時
ま
で
五
所
川
原
保
健
所
前
 

⑨
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時

ま
で
西
北
中
央
病
院
前
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 
九
月
二
十

日

（
木
）
 

⑥
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
十
一
一

時
ま
で
五
所
川
原
保
健
所
前

⑨
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時

ま
で
⑤
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
駐
車

場
前
 

青
少
年
に
も
っ
と
本
を
読
ん

で
も
ら
お
う
ー
と
「
北
五
つ
ば

さ
の
会
」
は
、
市
立
図
書
館
に
児

童
図
書
な
ど
合
わ
せ
て
二
百
十

六
冊
（
約
十
七
万
円
相
当
）
を

寄
贈
す
る
こ

と
に
な
り
、
八
月

八
日
、
代
表
が
寺

田
市
長
を
訪

ね
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

同
会
は
、
ガ
ン
に
お
か
さ
れ

た
少
年
が
死
に
直
面
し
な
が
ら

懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
を

描
い
た
映
画
 
「翼
は
心
に
つ
け

て
」
 
を自
主
上
映
す
る
た
め
に

組
織
さ
れ
た
も
の
。
五
所
川
原

市
職
労
、
五
所
川
原
親
と
子
の
 

月 	齢 対 	 象 と き と こ ろ 

3 カ 月 児 
昭和54年 

5 月生まれの乳児 
9月12日 市中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和54年 

2 月生まれの乳児 
9月18日 ク 

1年6カ月児 
昭和53年 

3月生まれの幼児 
9月25日 ク 

よ
い
映
画
を
み
る
会
、
新
日
本

婦
人
の
会
五
所
川
原
支
部
な
ど

北
五
地
方
の
十
五
団
体
が
こ
れ

に
参
加
、
五
月
二
十
日
、
市
民

文
化
会
館
に
千
二
百
人
が
集
ま
「
 

り
映
画
鑑
賞
会
を
開
き
ま
し
た
。
 

今
回
の
図
書
寄
贈
は
、

こ
の

時
の
益
金
が
充
て
ら
れ
た
も
の

で
、
こ
と
し
は
国
際
児
童
年
で

あ
る
ほ
か
、
映
画
の
趣
旨
か
ら
 

「青
少
年
の
た
め
に
役
立
つ
も

の
を
」
 
と
い
う
こと
で
、
参
加

団
体
の
意
見
が

？
致
し
寄
贈
し

た
も
の
で
す
。
 

川
村
さ
ん
 

十
万
円
寄
付
 

市
教
育
振
興
会
へ
 

市
内
大
町
、
株
式
会
社
「
川

要
」
 
・
代
表取
締
役
社
長
川
村

嘉
太
郎
さ
ん
は
八
月
十
八
日
、
 

教
育
振
興
基
金
に
役
立
て
て
下

さ
い
と
、
現
金
十
万
円
を
財
団

法
人
市
教
育
振
興
会

へ
寄
付
し

ま
し
た
。
 

米
寿
の
祝
い
の
記
念
に
贈
っ

た
も
の
で
、
川
村
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
四
回
に
わ
た
り
合
わ
せ

て
二
十
五
万
円
を
当
振
興
会

へ

寄
付
し
て
い

ま
す
。
 

佐
々
木
さ
ん

も
 

十
万
円
寄
付
 

市
内
大
町
、
津
鉄
観
光
会
社
 

（
株
）
代
表
取
締
役
社
長

・
佐

々
木
啓
二
さ
ん
ば
八
月
二
十
日
、
 

教
育
振
興
基
金
に
役
立

て
て
下

さ
い
と
、
現
金
十
万
円
を
財
団

法
人
市
教
育
振
興
会
へ
寄
付
し

ま
し
た
。
 

佐
々
木
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で

四
回
に
わ
た
り
当
振
興
会

へ
寄

付
し
て
お
り
、
今
回
で
あ
わ
せ

て
四
十
万
円
に
な
り
ま
す
。
 

寄 

付 

ワクチン接種 

街
頭
献
血
に
 

こ
協
力
下
さ
い
 



轟
舞
嚢
鍵
一
班
」「
 

私
た
ち
が
日
ご
ろ
作
成
す

る
文
書
の
な
か
に
は
、
印
紙

税
が
課
税
さ
れ
る
文
書
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
 

課
税
さ
れ
る
文
書
と
は
、
 

契
約
書
、
手
形
、
 

委
任
状
、
領
収
 

証
等
「
印
紙
税
額
一
覧
表
」
に

か
か
げ
ら
れ
て
い
る
文
書
で

す
。
 

こ
れ
ら
の
文
書
を
作
っ
た

人
が
、
そ
の
文
書
に
定
め
ら

れ
た
金
額
の
印
紙
を

は
り
、
 

消
印
し
て
自
主
的
に
納
め
る
 

の
が
印
紙
税
で
す
。
 

こ
の
場
合
、
約
束
手
形
、
 

株
券
、
社
債
券
の
よ
う
に
、
 

法
令
ま
た
は
慣
行
に
よ
る
形

式
及
び
内
容
が
あ
る
程
度
定

型
化
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
 

契
約
書
の
よ
う
に
、
形
式
、
 

文
書

と
印
紙

税
 

内
容
と
も
に
文
書
を
作
る
人

の
自
由
に
ま
か
さ
れ
て
い
る

も
の
等
が
あ
り
ま
す
。
 

定
型
化
さ
れ
た
文
書
は
、
 

課
税
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
容

易
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
定
型
化
さ
れ
て
い
 

な
い
文
書
は
、

そ
の
文
書
に

表
わ
さ
れ
て
い
る
事
項
に
よ

っ
て
実
質
的
に
判
断
す
る
も

の
で
、
文
書
に
記
載
ま
た
は

表
示
さ
れ
て
い
る
文
言
、
符

号
等
を
基
に
し
、
法
律
の
規

定
、
当
事
者
間
の
了
解
、
基
 

本
契
約
ま
た
は
 

慣
行
等
を
も
加

味
し
、
総
合
的
に
判
断
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
く
の

文
書
が
作
成
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
不
審
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
税
務
署
に

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
（
五
所

川
原
税
務
署
。
④
三
異

番
）
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聾
九

月
分
か
ら

電
算
化
 

集
計
・
計
算
事
務
 

8 	月 分 9 	月 分 10 月分以降 

計 算 期 間 6 月30日 
~7月31日 

8、
 
日

”8
  

1
日
『
 
日
2
4
 

日
  

8 月25日 
~9月25日 

請求書到着日 8 月20日頃 9 月15日頃 10月15日頃 

支 払 期 限 8 月31日 9 月25日 10月25日 

●太わくの 9 月分からコンピューター発行となります。 

●期間調整のため 9 月分の計算期間は24日間になります。 

ロ長橋・梅沢局 

8 	月 分 9 	月 分 10 月分以降 

計 算 期 間 6
 

月
一
 

 
2
1
7
  

日
月
 
2
 
0
 

 
日
 
 

7 月21日 
~8月24日 

8 月25日 
~9月25日 

請求書到着日 8 月10日頃 9 月15日頃 10月15日頃 

支 払 期 間 8 月20日 9 月25日 10月25日 

●太わくの 9 月分からコンピューター発行となります。 

●期間調整のため 9 月分の計算期間は35日間となります。 

（注）計算期間の締切日が、土曜、日曜、祝日にあたる場合は、 

それらの前日が締切日となります。 

基本料金等の計算期間は、従来どおり（1日～月末）で

変わりありません。 

（五所川原電報電話局） 

五
所
川
原
電
報
電
話

局
で
は
、
 

九
月
か
ら
電
報
・
電
話
料
金
の

集
計
・
計
算
事
務
を

電
算
化
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
五
所
川
原
局
管
内
 

（
金
木
、
木
造
、
小
泊
局
を
含

む
）
の
電
話
約
四
万
台
が

対
象

と
な
る
も
の
で
、
県
内
で
は
、
 

青
森
、
弘
前
、
八
戸
に
次
い
で
 
 

四
番
目
の
も
の
と
な
り

ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
五
所
川
原
局
で
発

行
し
て
き
た
公
社
請
求
書
は
、
 

集
計
か
ら
発
行
ま
で
職
員
の
手

作
業
に
よ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
 

電
話
加
入
者
の
増
加
に
よ
っ
て

集
計
、
発
行
業
務
が
限
界
と
な

り
、
か
ね
て
か
ら
電
算
化
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
電
話
料
金

の
請
求
方
法
な
ど
が
次
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
。
 

ロ
公
社
請
求
書

・
領
収
書
様

式
の
あ
て
名
が
カ
タ
カ
ナ
と
な
 

り
、
請
求
書
等
は
、
仙
台
に
あ

る
電
信
電
話
料
金
局
の
方
か
ら

直
接
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
 

ロ
料
金
の
計
算
期
間
や
支
払

い
期
限
が
変
わ
り
ま
す
。
 

文
芸
春
秋
講
演
会
 

「
報
携
馨
睦

時「H
H
 

『
 
ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

ロ
講
師
 
星
新
一
、
桐
島
洋
子
、
阿
刀
田
高
 

 
“

I，鷺
警
鵬
難籍
舞
議
舞
曹
臨

冒

J
 

‘ー
・
・I
入
場
無料
 
、
 

郵
政
省
で
は
、
簡
易
保
険
の
資
金
で
作
ら
れ
た
施
設
を

題
材
と
し
た
明
る
い
写
真
作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
内
の
簡
保
施
設

と
し
ま
し
て
は
、
市
内
小

学
校
三
校
、
広
田
団
地
市
営
住
宅
、
新
宮
団
地
市
営
住

宅
、
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
等
が
あ
り
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
も
よ
り
の
郵
便
局
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

応
募
さ
れ
る
方
は
、
十
月
三
十

一
日
ま
で
、
五
所
川
原

市
内
各
郵
便
局
の
保
険
窓
口
ま
で
お
出
し
願

い
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

ロ五所川原局 

第11回簡保資金 

写真コンクー)レ

作品募集 

（第 3 種郵便物認可） 

期間 54年 8 月 1 日～10月31日 

広
報
紙
の

早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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